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宗 教法人 懐 古 神 社

懐古神社社地(本丸北から三の門まで) は､廃藩後小諸在住の旧士族が資金を

集め､払下げを受けたもので､明治13年4月､荒れ果てた城址を整備し､ 花木を

植え､懐古園とするにあたり､本丸内に懐古神社を創建しました｡(祭日は4月24･25

日)祭神は､もと本丸東北紅葉ヶ丘に城の鎮守神として祀られていた天満宮(

菅原道真公･ 天神様)と火魂社( 火之加具土命・荒神様)及び藩主牧野候の霊

を合祀しています。

山本 勘 助 愛用 の 鏡 石

天文年中､武田信玄か小室(諸)城

を拡張整備したとき､その臣山本
勘助か常に清鑑愛撫したと伝えら

れています。

そ の 他本 丸 内 に は

・藩領境界の石標

・牧野康満(三代藩主)句碑

・神代桜

・懐古神社社務所があります

懐 古 園 の 碑

勝 海 舟題 額
中村正直撰文

佐 々木 如 水の 碑

山岡鉄舟題額

高橋 泥 舟 書

小 諸 城 天 守台　　 自然な河原石を用いた野面積の石垣は､見事な

迫力をみせている｡天守閣は寛永三年落雷で焼

失したといわれています。 ノ：’〒384-0804

宗教法人　懐古神社付属

殊古館

開 館　時　間　 ＡＭ ８:30゙ PM 5:
回1

･3 月( 第3 週)~　11 月 … 毎　日　開 館

・12 月　 ～　3 月( 第2 週)･･･ 毎 水 曜 日 休館

・年末年 始(12月29日～1月3日)… 休　　　　 館

小諸駅より徒歩5分

小諸市丁311

小諸城址懐古園内TEL

0267-23-641qj
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文献上に小室(諸)の名が現れたのは養和元年(118D

木曽義仲の武将小室太郎光兼が現城址の東北の宇当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　` ｢1

坂に館を築いた事に始 まります。　　　　　　　　　　　　　　、･･･　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　 、

その小室氏が衰退し、佐久郡岩村田より大井氏が移

好) 毒冊94

夕 砺 悶IS

築か れ､その子満安(光為)が､現在の二の九付近に乙女城(白

鶴城)を築きました｡大井氏の鍋蓋･乙女城は天文年間甲斐の武田

信玄によって攻略され､その武将山本勘助と馬場信房によって城の縄張(設計)がなされ、およそ現在の城の原型が作

られました｡武田氏滅亡後は､織田・北条・徳川の争奪がくり返され､やがて徳川の所領となり､依田信蕃が城代､その

子康国･康勝兄弟が領しました｡天正18 年(1590) 豊臣秀吉が天下統一をなし､小田原城攻めの軍功により、仙石秀久が5

万石で入封､城 の大改修と城下町を整備し､堅固で近代的な城を完成させました｡仙石秀久･忠政親子の代に建物のj･

くが作られ、以降徳川忠長(城代を置く)松平憲良、青山宗俊、酒井忠能、西尾忠成､石川乗政、石川乗紀と　　。､。､､、

続 き、元 禄15 年(1702) 越 後与 板 より牧 野 康 重 が1 万5 千 石 で入封 し､康 周、康 満、康陛 、康 僑 、

康長､ 康 明、康 命、康 哉 、康 済( 康 民) と続 き、明治 の版籍 奉 還 まで 約170 年､10 代 に わた って

小諸 を領 し まし た。

※小諸城三の門は元和元年(1615)仙石忠政が創建､寛保2年(口42) 戌の満水の大洪水によって流失し、

明和2年(口65) 牧野康満の代に再建されたものです｡(国重要文化財) 軍 扇
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喜内様とは江戸城大奥での呼び名で､三代将軍徳川家光公(幼名竹千代)

のことです｡阿福様とは春日局で､父は斉藤内蔵介利三といい､稲葉佐渡守

正成に嫁ぎましたが､慶長９年家光公生誕の時召出され､その乳母になり

ました｡忠義の志深く､慎み深く家康公には厚く信頼されておりました。

二代将軍秀忠公夫人浅井氏(おjエの方)は家光公の弟忠長公の柔和な性

格を愛し、弟を嗣子とされたい思いがあるのを見て､春日局は家光公のた

め尽力し､伊勢参宮にことよせひそかに駿府に行き家康公にその由を申し

上げ､助丿度ぎは総領の家光公になりました｡家光公は三代将軍になられ、

その乳母春日局の慈愛と功を忘れないため､時の名工伊丹甚五郎(左甚五

郎)に命じこの像を彫らせ常に側におかれたといいます｡家光公の側室阿

玉の方(桂昌院)が綱吉公(五代将軍)を誕生させたとき､家光公は､綱 吉公養

育の手本にする様にと桂昌院に渡しました。

小諸藩初イリ丈野康重公と桂昌院とは伯母・甥の間柄で､幼い頃より寵愛

を受け､のち康重公が牧野家に養子となったとき、この木像を賜り､永く牧

野家の家宝となりました。
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